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桜島の噴火による被害状況等について（第 2報） 
※ これは速報であり、数値等は今後変わることもあります。 

 
１ 火山活動の状況（気象庁情報 7/25 5:00 時点） 

 ○桜島に噴火警報（噴火警戒レベル５、避難）を発表 

○桜島の南岳山頂火口で、２４日２０時０５分に爆発が発生し、弾道を描いて飛

散する大きな噴石が火口から約２.５ｋｍまで到達。 

 ○桜島の火山活動は非常に活発化。南岳山頂火口及び昭和火口から概ね３ｋｍ以

内の居住地域（鹿児島市有村町及び古里町の一部）では、大きな噴石に厳重な

警戒（避難等の対応）。また、概ね２ｋｍの範囲では火砕流に警戒。 

 ○風下側では、火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るため注

意。 

 ○爆発に伴う大きな空振によって窓ガラスが割れるなどのおそれがあるため注意。

なお、今後の降灰状況次第では、降雨時に土石流が発生する可能性があるので

留意。 

 

２ 気象状況 気象庁発表 (7/25 5:00 時点） 

○薩摩、大隅、種子島・屋久島地方では、湿った空気の影響により概ね曇りとな

っています。 

○２５日は、高気圧に覆われて晴れとなる所もありますが、湿った空気や日射の

影響により、概ね曇りで雨や雷雨となる所があるでしょう。２６日は、湿った

空気の影響により、概ね曇りで雷を伴い激しい雨が降る所がある見込みです。 

○鹿児島県では、２５日は熱中症の危険性が極めて高い気象状況になることが予

測されます。外出はなるべく避け、室内をエアコン等で涼しい環境にして過ご

してください。 

 

３ 体制 

○非常体制：本省、気象庁、国土地理院、九州地整、九州運輸 

 

４ 人的被害等 

○人的被害：現時点で被災の情報なし 

  

５ 国土交通省関連の被害状況 

（１） 道路（7/25 5:00） 

○高速道路：通行止めなし（3km 範囲内に該当路線なし） 

○直轄国道：国道 224 号（桜島島内） 7/24 22:00 から通行止め 

→巡回の結果、降灰・噴石も無く、道路の安全が確認されたため、7/25 6:00 

に規制区間を（火口から 3km 範囲内の区間（L=2.8km））縮小 

※3km 範囲内の区間についても被害情報なし（CCTV カメラ・警察より） 

○補助国道：通行止めなし（3km 範囲内に該当路線なし） 

○都道府県道等：通行止めなし（3km 範囲内に該当路線なし） 
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（２）砂防（7/25 6:00 時点)） 

 ○土砂災害発生状況 

  CCTV 等で確認し、発生情報なし 

 ○施設点検 

  CCTV 等で確認し、異常なし 

 ○降灰状況 

  CCTV 等で確認し、降灰は確認されていない 

（３）鉄道（7/25 5:00 時点)） 

○周辺を運行している JR 九州及び鹿児島市交通局に影響なし 

○施設被害等情報なし 

（４）航空(7/25 5:00 時点) 

○空港の施設被害なし（鹿児島、宮崎） 

○運航への影響なし 

（５）港湾（7/25 5:00 時点） 

〇避難用港湾施設 21 施設について、被害状況確認中 

※その他、桜島フェリーが寄港している桜島港は、通常運用中 

（６）自動車（7/25 05:30 時点） 

 ・バス事業者の被害情報等 

○鹿児島市交通局、鹿児島交通及び他の事業者からの被害報告なし。 

○鹿児島市交通局に対して、鹿児島市より避難者の輸送依頼があり。（有村町古里

地区の４名を乗せ、東桜島町の高齢者福祉センターまで輸送。7/25（月）4:30 現

在、逃げ遅れた方がいないか消防の追加連絡待ち。） 

○鹿児島市交通局は早朝の国道 224 号の状況を再度確認し、運行の可否を検討予

定。また、鹿児島県内の鹿児島交通、南国交通、ＪＲ九州バスについても運行は

道路状況をみて判断する予定。 

（７）海岸、下水道、公園、都市、海事、観光、物流 

○被害情報なし 

 

６ 国土交通省の対応 

○国土交通省特定災害対策本部会議（7/24 第 1 回 23:00） 

○ホットライン 

鹿児島県、鹿児島市、垂水市構築済み 

 ○リエゾン 

鹿児島県 5名、鹿児島市 2名、垂水市 2 名 

○JETT 

 7/25 鹿児島県 2 名、鹿児島市 2 名 

○防災ヘリ「はるかぜ」 25 日 7 時 10 分福岡離陸予定は、現地（桜島周辺）が天

候不良のため、熊本へ前進配備予定。 

○災害対策用機械（路面清掃車）を３台鹿児島市に前進配備中 
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７ 海上保安庁（7/25 4:30 時点） 

（１）対応体制等 

  令和 4年７月 24 日 20:50 官邸対策室設置 

海上保安庁対策本部設置 

第十管区海上保安本部対策本部設置 

鹿児島海上保安部現地対策本部設置 

（２） 投入勢力等 

１）巡視船艇・航空機 

①巡視船艇 ８隻（出港済５隻、即応待機３隻） 

   ②航空機  ４機 出発済１機(固定翼１機) 

即応待機３機(固定翼１機・回転翼機２機） 

２）リエゾン 

   鹿児島県庁 2 名派遣（24 日 21:40 着） 

   鹿児島市  2 名派遣（24 日 21:45 着） 

（３） 航行警報等の発出状況 

   海の安全情報 24 日 21:20 第十管区本部発表 

   航行警報   25 日 01:00 NAVTEX 航行警報 

01:00 日本航行警報 

（４） 被害状況等 

１）１１８番の通報状況 

   関連する通報なし 

２）被害状況等 

   現在のところ被害なし 

（５） 当庁施設等の被害状況 

  被害なし 

 

８ 気象庁の対応状況 

・気象庁記者会見（7/24 22:50） 

・気象庁災害対策本部会議（7/24 23:45） 

・7/25 福岡管区気象台、鹿児島地方気象台から気象庁機動調査班（JMA-MOT）に

よる現地調査を実施予定 

 

９ 国土地理院の対応状況 

○国土地理院災害対策本部会議（7/24 23:20） 

 

 

 

問合先：水管理・国土保全局防災課災害対策室 小林 

代 表：０３－５２５３－８１１１ 内線３５－８２２ 

直 通：０３－５２５３－８４６１ 


